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ス コ ッ トの調 和 の ヴ ィ ジ ョン
GuyMannering論
米 本 弘 一
I
WalterScottは・j・説 として の第三作TheAntiquaryにつ いて次 の よ う
に述べ て いる。
 The present Work completes a series of fictitious narratives, in-
tended to illustrate the manners of Scotland at three different periods. 
Waverley embraced the age of our fathers, Guy Mannering that of our 
own youth, and the Antiquary refers to the last ten years of the eight-
eenth century. 1)
この よ うに ス コッ トの最初 の三 つの小説 は,18世紀 中頃 か ら末 に至 る一連
の時代 のス コ ッ トラン ドの歴 史 を扱 った もので ある。 しか し,こ の三小 説
が共通す るテーマ を持 った もの と して論 じられ るこ とはほ とん どない。第
一 作Waverleyは
乳は っき りとした歴 史的テーマ を持 った もの として独立 し
て扱 われ るこ とが 多い。 そ して,GuyMannering「とTheAntiquaryは同
一 の傾 向 を持 った もの としてい っ しょに論 じられ るのが普通 の ようであ る。
その理 由 としては,そ れ ぞれの作 品の扱 っている題材 の時代 的,社 会的
性 質 の違 いが 挙げ られ る。Waverleyのプ ロ ッ トの 中心 を成 してい るのは,
1745年に起 こ ったJacobiteの叛 乱 とい うスコ ッ トラン ドの歴 史 を大 き く
変 えた事件 であ る。 とこ ろが,続 く二つの作 品では,そ の ような歴 史的事
件 は扱 わ れてお らず,社 会の激動 が一応終 わ りを告 げ た後 の穏やか な変化
の時代 が描 かれ ている。 また物語 の舞 台 も,変 化 の影響が 及び に くい田舎
の 閉鎖 的社 会 となってい る。従 って,GuyManneringとTheAntiquaryは,
Waverleyのような歴史的 テーマ を持 った もの として ではな く,冒 頭 にあげ
た 引用文 にあ るス コッ トの意図通 りの もの,つ ま り古 い社会 の"manners"
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を描 いた もの として とらえられ て いるのであ る。実際,地 域社会 の風俗 や
習慣,そ こに住む 人々の生活 を描 いた部分 は,ス コ ッ トの小説の 中で もっ
ともす ぐれ た もの であ ることは否 定で きない。
しか し,Guy伽 槻 θ万ηgとTheAntiquaryとに,第 一作Waverleyに
連続す る歴 史的テーマ を見 出す こ とは決 して不可能 なこ とでは な く,また無
意味 なこ とでもない。スコッ トの初期 ス コットラン ド小説 の持つ 大 きなテー
マ は,歴 史 の変化に よって生 じる新 旧の価値観 の対立で あ り,そ の対立 を
いかに して調 和 させ るか とい う問題 であ る。 このテーマ を中心 に据 えて 見
る時,彼 の最初 の三つの小説 は,一 貫 したテーマ の展 開 を示す もの と考 え
るこ とが で きる。
2)
Waverleyにつ いては別の所 で論 じて い るので詳 しくは触れ ないが、一言
で言 うな らば,この作 品は対立の物 語 であ る。新 旧の社会 の真正面か らの衝
突 とも言 うべ き叛 乱事 件 を扱 った この作 品では,歴 史の 変化の 中の さまざ
まな対立 的要素が 非常に はっ き りとした形 で示 されてい る。 しか し,も う
一つ の重要 な テー マであ る対立 の調和 とい う問題 に対 して は,ス コッ トの
第一 作は必 ず しも納得の できる解 答 を与 えてい る とは思 われ ない。その解
答 とな る ものが,そ れに続 く二つ の作 品なので ある。GuyManneringは対
立 の調和 の過 程 を,TheAntiquaryはその調 和が達成 された後の社会 の様
子 を描 き出 している。
この 「調和 」とい うテーマ を考 える際,第 二作G尠1吻 η麗 珈gは 特 に重
要 な作品 であ る と思 われ る。先程 述べ たよ うに,こ の作 品の古 いス コッ ト
ラ ン ドの社会 の"manners"の描写 は非常 にす ぐれた もの である。 しか し,
そこに描か れてい る"manners"の内容は,作 品のテーマ と深 い関わ りを持
つ もの となってい る。 また,そ れ だけ でな く,プ ロッ トや 登場 人物 な ど作
品中のあ らゆ る要 素が テーマに集約 され る緊密 な構成 とな ってお り,作 品
全体 が 「調和 」の ヴ ィジ ョンを形作 って いる。
そ こで,こ こで は,GuyManneringに現 われてい るス コッ トの理想的世
界の姿 を,Waverley,TheAntiquaryとの関連 に も触 れなが ら,さ ぐってみ
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II
Waveyleyにお いて調 和の試 みが失敗 した原因の最大 の ものは,叛 乱の失
敗 とい う歴 史的事 実に あった。 この事 件に よって,古 い社会 の価 値 観は一
度 完全に否定 された形 にな って いる。その ため,結 末に示 されて い る調和
は,否 定 され たばか りの価値 が急 に取 り戻 され た よ うに 見え ることか ら,
説 得力 を持 った ものに なって いないのであ る。
GuyManneringに描 かれ てい るのは,Waverleyの叛 乱の一世 代 程後 の
時代 であ り,古 い価値 が まだ残 ってい る田舎 の社会 であ る。ス コ ッ トは,
この よ っな穏や か な変 化の 中に生 じる価値観 の対立 を描 くことを通 して,
失われ た価値 を回復 し,こ れ を新 しい価値 と融合 させ よ うとす る。 そこで
まず,こ の作 品に現 われて いる対 立す る要素 について考察 して見 よ う。
この作 品で新 しい社会 の価値 を代 表す る もの は,近 代 的な 「法」 とそれ
に よって保 たれ る 「秩序」 である。物語の初め に描 かれ てい るのは,そ の
「法」が十分 に浸透 してい ない半 ば封建 的 な社 会で ある。 この社会 は,近
代 的な社会 の側 か ら見れば,無 秩序 で"lawless"な状態 の もの であ る と言
え よう。 その ような社 会に 「法」 が取 り入れ られ るこ とによ って生 じる摩
擦 が,こ の作 品におけ る対 立 を もた らして いる。 この法 のない社会 と,法
に よる秩序 の社 会 との対 立が,こ の作品 を貫 く重要 なテーマ であ る。
最初に描か れて いる古い杜会 において も,一 応の秩序 は保 たれて い るよ
うに見 える。 それは,封 建 領主 と住 民 との 間の,ま た住 民同士 の感情 的な
結 び付 きによって成 り立つ もの であ る。 この社 会の特徴 をもっとも よ く表
わ して いる存 在は,法 の外側 にい る人間,"outlaw"たちであろ う。 この
作 品では,ジ プ シー と密 輸業者(smuggler)がその中心 となってい るが,こ
の共同体的地域 社会 は彼 らの存 在 を受 け入れ ている。そ して,こ の法 に よ
らない社会の秩 序 を守 る中心的 人物 は,領 主Bertramである。彼はoutlaw
たち を取締 まる法の存在 を知 っているが,彼 らの活動 を黙認 し,あ る時 に
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は法 の迫 害 か ら保護 してや ろ うとす る。
領主 はsmug91erたちを"free-traders"と呼び,smugglerとい う呼 び方
は"law"の側 の価値 観に よる ものだ と言 う。3)自らもその恩 恵 を受 けてい
る彼 は,関 税 のかか らな い品物 を運ん で来 る彼 らは,地 域社会 の 人々の生
活に必要 な存在 であ ると説 明す る。 そ して,彼 らを取 締 まる役 人に対 して
は,む しろ冷淡 であ り,彼 らに手 を貸す ことは しない。smugglerたちは
この 黙認 とい う形 での保 護 に対 して敬意 を払 い,必 ず領主 の館 に礼砲 を発
ってか ら出港 して行 く。
領 主 とsmugglerとの関係には,か な り互 いの利害が か らん でい る。 と
ころが,も う一方 の"outlaw"的存在 であ るジプシー と彼 との 結び付 きは,
もっと感情 的 な もので ある。この定職 を持 たな い放 浪者 の集 団は,Bertram
の領 内に住 む こ とを許 され てい る・。 ジプ シー たちは普 通 の人間がや らない
仕事,結 婚 や子供 の誕生の時 の儀 式,生 活に必要 な こまご ました ものの生
産 な どに よって領主 に奉仕 してい る。 それに対 して,領 主 は彼 らに 「法 」
の迫害か らの保護 を与 えるの であ る。 ス コッ トは,互 い の信頼 に よって成
り立つ彼 らの関係 を,古 い社会 の持つ 良い面 として評価 し,次 の よ うな牧
歌 的 とも言 える描写 を与 えてい る。
The women spun mittens for the lady, and knitted boot-hose for the 
laird, which were annually presented at Christmas with great form. 
The aged sibyls blessed the bridal bed of the laird when he married, 
and the cradle of the heir when born. The men repaired her ladyship's 
cracked china, and assisted the laird in his sporting parties, wormed 
his dogs, and cut the ears of his terrier puppies  These acts of 
voluntary service, and acknowledgments of dependence, were rewarded 
by protection, connivance on  others,  ....  4)
Bertramは彼 ら を"exceedinggoodfriend"と呼 び,"thelawofthecoun-
tryandthelocalmagistrate"から 守 っ て や る 。 ス コ ッ トは 領 主 と ジ プ ジ
ー た ち の こ の よ う な 結 び 付 き を"friendlyunion"と呼 ん で い る 。5)
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しか し,こ の一 見平和 な社 会の秩序 は,非 常 に脆 い基盤 の上に立 ってい
るこ とが しだ いに明 らか になって くる。 法に よる規則で はな く,互 いの信
頼関係 に よって いる この社会 は,そ の関係 が崩れ た時,暴 力 と無秩序 の支
配す る状 態に陥 って しま う。 本来社会の秩序 の 外にあ るoutlawたちは,
その時,危 険な存在 に変 わる。
その秩序 の崩壊 は,皮 肉な こ とに,Bertramが「法」の側 の人間,"justice
ofpeace"とな った ため に引 き起 こ され る。 彼は職 務 に忠実 であろ うとす
る余 り,「 法」 を厳格 に適用 しよう とす る。その ため 彼は,上 に述べ た よ
うな,古 くか らの結 び付 きを断 ち切 って しまう。彼 は まず,ジ プ シー をは
じめ とす る定職 を持 たない者 を追放 す る。 この余 りに も性急 な領 主の行動
を,ス コッ トは,突 然権 力 を握 った者の愚行 として批判 的に描 いて いる。
Bertramのや ってい るこ とは,"unmitigatedactivityinthedischargeof
hisduty"6)なのであ る。
次に彼 は,役 人と協 力 してsmugglerを捕 え,密 輸品 を没収 す る。 その
ためsmugglerたちは本来 の姿であ る海賊 とな り,役 人 と戦 うことに なる。
そ して遂に,領 主の下 で働 く役 人が殺 され,戦 いに巻 き込 まれ た領主 の息
子 は連 れ去 られ消息不 明にな る とい う事 件が起 こ る。 ここに至 って,古 い
社会 の価値 は失 われ,社 会の秩序 は崩壊 す る。 しか し,そ の原 因 とな った
の は,近 代社会 の持 つ価値,秩 序 を より確 か な ものにす るはずの 「法」 で
あ った。 この事件 は,新 旧の価値の 間の誤解に よ って生 じた ものだ と言 う
こ とが で きよ う。
III
物語 は,こ の 誘拐事件 の後,17年間の空 白が あ り,領 主 の後継 ぎが 自分
ではそれ と知 らず生 まれ故郷 に帰 って来 て,放 浪 し,最 後 には認め られ家
に戻 る とい うプロ ッ トが 中心 となる。この古 くか らロマ ンスに使 われ て来
た"lostheir"の物語は,次 作TheAntiquaryでも使 われて いる。スコ ッ ト
が,こ の二つの作 品で,い かに もロマ ンス的な,い わば 出来合 いのプ ロ ッ
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トを採用 した理由 の第一の ものは,先 に述べ た これ らの作 品の題材 の時代
的,社 会 的 特徴 である。変化 がやや落 ち着 きを見せ て来た時代 の,田 舎 の
閉鎖的社 会 を描 いた作 品 では,本 来 な らば事件 ら しい事 件 も起 こらないの
が普通 であ ろ う。 しか し,ス コッ トは,.その よ うな社会の風俗や 生活 を描
くだけ では,読 者 の興 味 をつ な ぐこ とがで きない と考 えたよ うであ る。 そ
の ため 彼は,こ のロマ ンス特 有の"uncommonandmarvellous"7)な出
来事 に満 ち たプロ ッ トを選 んだの であ った。 この点が,ス コッ トとオー ス
テ ィン との 大 きな違 いの一つ であろ う。
そのため,こ のプ ロッ トは,作 品の内容 とは全 く関係の ない,プ ロ ッ ト
の ための プ ロ ッ トの よ うな もの と見な され,あ ま り重視 されて いな い。例
えばDaichesは,GuyMannenngにつ い:(は"theplotissimplyanex-
cuseforbringingcertaincharactersintorelationwitheachother"8)と
TheAntiquaryに関 して も,"Theexternalplot,whichisonceagainthat
oflostheir,is,asusua1,nottobetakenseriously."9)と言 って いる。
しか し,こ のプロ ッ トは,作 品の歴史的 テー マ との関係 にお いて考 えて
見 るな らば,意 味 を持 った もの であ るこ とが わか る。特 にGuyMannering
の場 合に は,崩 壊 した秩序 の 回復 とい う 「調和」 のテーマ とこのプ ロッ ト
とは深 く関 わ り合 ってい る。 そこで次 に,こ の作 品のプ ロ ッ トの持 つ意 味
を考 えてみた い。
スコ ッ トの初期小 説に は,"lostheir"の物語 に限 らず,主 人公の若者 が
放 浪 の旅 をす る とい うパ タ ンの プロ ッ トが必ず と言 って いいほ ど使 われ て
い る。 この放 浪す る若者 は,性 格 は受動 的 であ り,小 説 の主人公 としては
読者 の共感 を引 き起 こ しに くい存 在であ る。 この タイプの主人公につ いて
は多 くの こ とが論 じられ てい るが,彼 らは個 人 として描か れて いるのでは
な く,作 品の テー マ との 関連 において,何 らか の意味 で象徴 的 な役割 を負
わ されて いる とい うのが一 致 した意見の よ うであ る。10)
主人公の体験 の持 つ象徴 的 な意味 を考 える時,も っ とも重要 と思 われ る
概 念は"identity"とい うもので あろ う。彼 らの放 浪はすべ て何 らかの形 で
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の 自らの"identity"を求 め ての旅 となってい る。 この"identity"は多 くの
場 合精神 的 な ものであ る。つ ま り,若 者が大 人にな って行 く過 程 で,杜 会
にお け る 自分 の位 置 を認 識す る こ とを意 味す る。 その典 型 的 な例 が,
Waverleyの主 人公EdwardWaverleyである。彼の場合 に は,そ の個 人の
レベ ル での体 験が,近 代 社会 に生 まれ変 わ るとい う社 会的 レベ ルで の体 験
を象徴 してい る。
GuyManneringとTheAntiquaryで求め られてい る"identity"は,文
字通 り 「自分 は何者 であるのか」 とい う,身 元に関す る もの である。主 人
公 は幼 い時 に親の所か ら連 れ去 られた ため に,自 分が誰 の子 であ り,ど こ
で 生 まれたか とい うこ とを知 らな い。GuyManneringa)主人 公Henry
Bertramは,自分の本 当の名前 さえ知 らないのであ る。Waverleyでは,
主 人公 は個 人 として描か れてい る側 面 も持 ってお り,彼 は単 な る象徴 的存
在 ではない。鹽ところが,GuyManneringの場合 には,主 人公 の性格 や 心理
な どはほ とん ど描 かれ ていない。彼 に関する 読者 の興 味 は,彼 の身 元が判
明す る過程 に集 まる。 この作 品では,主 人公 に関す るプ ロ ッ ト自体が 象徴
的な意 味 を持 ってい るの であ り,彼 は よ り純粋 な意 味で象徴 的な存在 とな
って いる。
主人公HenryBertramが誘拐 され たのは単な る偶 然では な く,先 程説
明 した よ うに,彼 の父親の 愚かな行 ないが原 因である。彼 の"identity"
の喪 失は,古 い社会 の価 値 の崩壊,領 主 と住民 との 間の誤解,秩 序 の消失
と同時 に起 こってい る。
成 人 してス コ ッ トラ ン ドに戻 って来 た主人公は,混 乱 した社会 で繰 り広
げ られ る対 立に巻 き込 まれ る。Bertram家没落後新 しい領主 とな るのは,
父Bertramの使用 人で あったGlossinとい う法律 家で ある。彼が主 人 を追
い出 して領主 となった過程 は,表 面的 には"lawful"なものであ り,法 律
的 には全 く責 め られ ない もの である。 しか し,彼 が法律 の知 識 を悪 用 した
事は確 かで あ る。従 って,住 民 は道 義的 に彼 を非難 し,"upstart"である彼
を"gentleman"とは認めず,領 主 として受け入れ ない。
米 本 弘 一77
さ らに,Glossinは裏 でoutlawたちと結 びつ いてい るこ とが しだ いに明
らか にな る。主人公の誘 拐は,彼 がSlnugglerたちをそそのか してや らせ
たのであ る。 この法の悪用者 とoutlawたちは,主 人公の"identity"の回
復 を阻止 しよ うとす る。一方,古 い領主 に好意 を寄せ る者 たちは彼 を守 ろ
うとす る。 この争 いに巻 き込 まれ たBertramは,自 分 の身元 を知 らない
ので,な ぜ 理 由 もな く迫害 された り,知 らない 人間に よって救 われた りす
るのか わか らず,戸惑 い を感 じる。この よ うに,ま わ りの状況に押 し流 され,
言われ もな く運命 に もてあそばれ てい るか の ような印象 を与 えるの が,ス
コッ トの初 期 小説の主 人公た ちの特徴 の一つ であ る。Bertramの場 合,父
の愚行の結 果 であ る放 浪におけ るこの試練 は,父 親の犯 した罪に対す る償
いの過程 を表 わ して いる と考 えられ る。
この贖 罪が完 了す るため には,秩 序 の混 乱 を もた らしている悪が浄化 さ
れ なけれ ばな らない。その浄化 され るべ き もの とは,古 い価値 と新 しい価
値 とが持 つ 否定的 な面 であ る。 それほ,具 体 的には,古 い社 会 の暴 力性,
無秩序 を代 表 す るsmugglerであ り,新 しい社 会の価値,「 法」 を悪用 す
るGlossinであ る。彼 らが排 除 され る と同時 に,主 人公の"identity"は
確 立 され,領 主 として住民 に受 け入 れ られ る。 この こ とによ って,父 親 に
よって破壊 された社会の秩序は,そ の息子によって再び取 り戻 される。こ
のように,主 人公の象徴的役割には,儀 式的な要素が含 まれている。
この 「調和」 の儀 式 において重要 な役 割 を果 た してい るのが,ジ プ シー
の女 王 と呼ば れるMegMerriliesである。 キー ツは,1818年にス コ ッ トラ
ン ドを旅行 した時,こ の小 説の舞 台 とな った地方 を訪れ,彼 女の こ とをう
たった詩 を妹 に書 き送 って い る。11)彼女 は,詩 人の想像 力 をか きたて るに
十分 な外貌 と性格 の持 ち主 であ る。 その人 目を驚 かす姿 は次 の ように描か
れ てい る。
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She was full six feet high, wore a man's great-coat over the rest of 
her dress, had in her hand a goodly sloe-thorn cudgel, and in all points 
of equipment, except her petticoats, seemed rather masculine than 
feminine. Her dark elf-locks shot out like the snakes of the gorgon, 
between an old-fashioned bonnet called a bongrace, heightening the 
singular effect of her strong and weather-beaten features, which they 
partly shadowed, while her eye had a wild roll that indicated some-
thing like real or affected insanity.  12)
彼女の役割 は元々呪術 的,儀 式的 な もので ある。主人公HenryBertram
の誕生 の時に も,彼 女 は彼の運命 を占うため に現 われ る。呪文 を とな えな
が ら糸 を紡 ぎ,そ の長 さを測 るこ とに よって予 言す る彼女 の姿 には運 命の
女 神 を思 い起 こ させ るもの が ある。 彼女 は"ancientattachmenttothe
family"13)によって領主 の家に結 び付 け られ ている。領主 の方 も彼女 の存
在 を許 し,保 護 してや って いる。MegMerriliesは,この地域社会 の守 り
神 的存在 であ った と言 えよ う。
領主 の裏切 りに よって追放 され るこ とになった時,彼 女は激 しい怒 りを
示す。追 われ て放 浪の旅に 出 るジプ シー の群 れ と領主 とが偶 然道 で出会 う
場面 での彼女 の激 しい呪 いの言葉 は,こ の作 品の 中で もっ とも有名な箇所
で あ り,た び たび引用 され てい る。 しか し,彼 女 は父親Bertramに対 し
て は怒 りを感 じて いるが,幼 い息子Henryと これか ら生 まれ て来 る子 供
に は何 の罪 もない こ とを知 って いる。彼女の言葉の 中に次 の ような所が あ
る。
...notthatIamwishingilltolittleHarry,ortothebabethat'syet
tobeborn‐Godforbid‐andmakethemkindtothepoor,and
betterfolkthantheirfather!i4)
彼女 は,Henryが愚か な父親 よ りも立 派な人間 とな り,父 の罪 を償 うこ と
によって秩序 を回復す るこ とを願 ってい るので ある。
ス コ ッ トラ ン ドに帰 って来 たHenryに 出会 った彼女 は,一 目で行方不
明 となってい る領主 の後継 ぎであ るこ とを認め る。 しか し,彼 女 はその こ
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とを彼に教 えない。彼女 は,彼 が放浪 に よって贖罪 の試練 を経 なければ な
らない事 を知 ってい るか の ように,彼 が 自分で"identity"を取 り戻す方 向
へ と導 く。 道 に迷 ってsmugglerの住 み処 にや って来 たHenryを 救 って
や った彼女 は,何 も知 らない彼に 向か って,"Ishallbetheinstrumentto
setyouinyourfather'sseatagain."15)と言 う。
結末 にお け る社会 の浄化 に よる秩序の 回復 の儀 式 を演 出す るの もMeg
Merriliesであ る。 彼女 は,Henryと彼 を 誘拐 したsmugglerとを対決 さ
せ るように仕 向け る。彼女 は他 の者の同行 を許 さず,Bertramと彼の友 人
だけ を連 れ てsmugglerの隠れ処 に乗 り込むの である。海賊の逮捕 に よっ
て,新 しい領 主Glossinの旧悪は 暴露 され るこ とになる。海賊 との戦 いの
さ中,彼 女 は撃 たれ て倒 れ る。
知 らせ を聞いて 集 まって 来た 住 民た ちに 対 して,死 を 前 に したMeg
Merriliesは,Bertramの手 を とり,本 当の領主 が戻 って来 た事 を告 げる。
これ は,父 親 の罪 を償 っ た彼が,領 主 として受 け入れ られるためのinitia-
tionの儀式 と考 える こ とがで きよ う。MegMerriliesはその儀 式 を司 る巫
女 なのであ る。
この ように,MegMerriliesは,古い社 会の持つ肯 定的 な価値 で ある個
人的 な結 び付 き を代表す る存在 であ り,失 われ た人間関係 を取 り戻 す役割
を果 た して いる。 しか し,結 末の調和 のヴ ィジ ョンには,新 しい価 値の 存
在 も欠 くこ とので きない もの であ るこ とを見逃 してはな らない。そ うでな
けれ ば,古 い価値 を回復 す るだけ では結局過去 に逆 戻 りしたこ とに な り,
よ り確 かな秩序 は得 られ ないか らであ る。
最 終的にBertramのidentityを確立す るの は,近 代 的 な 「法」 の力 で
ある。彼が死 んだ父親 に生 き写 しであ るこ とは誰 もが認め てい る。 しか し,
それだけでは十分 で な く,彼 がBertram家の後継 ぎであ るこ とを証 明す
る法 的な証拠が必要 で あ る。 その ため に,17年前 の事件 の再捜査 が法律家
たちの手に よって行 な われ る。 自 らも法律 家 であったス コ ッ トは,そ の過
程 を詳細に描 いてい る。
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ここでは,正 し く用 い られた 「法 」は新 しい社 会の肯定 的な価 値 を代表
す る もの となって いる。従 って,法 律 家た ちはMegMerriliesのBertram
家 に対 す る忠 誠心 は評価 してい るが,"outlaw"の代 表 である彼女 は結局
は否定 され るべ き存在 であ るこ とを示唆 す る。 彼 らは彼女が事件 の 真相 を
知 ってい るこ とをつ き とめ るが,ジ プ シー である彼女に は法廷 での証 言能
力 はない と言 う。彼女 自身 もその事 を よ くわき まえてお り,犯 人逮捕 の前
にBertramに向か って,殺 さず生 捕 りに して,後 は"law"にまかせ う と
言 うのであ る。16)
v
以上,主 として プロ ッ ト,人 物 の役 割 の考 察 を通 して,GuyMannering
に展 開 され る調和 のヴ ィジ ョン を見て来 た。Waverleyで成 し遂 げ られ な
か った新 旧の価 値観 の融合 が,こ の作品 では見事 に成功 してい る。
最 後に,こ の作 品の題 名 となってい るGuyManneringとい う人物 にっ
いて一 言 してお こ う。 彼 もまた。調 和の テーマ に関 して重要 な役 割 を果 た
してい る。 彼の 物語 は,主 人公Bertramの物語 に 対す る サ ブ ・プ ロッ
トを成す ものであ る。 彼は物語 の初 めに スコ ッ トラ ン ドを訪 れ,古 い社 会
の生活 に愛 着 を覚 え る。 イン ドでの体験 に よって人生 に疲 れ た彼 は,安 住
の地 を求め て再 び この地方 に帰 って来 る。 しか し,そ こでは彼の あ こがれ
た社会 は崩壊 しか かってい た。 彼は この社会 の秩序 を取 り戻す ため にすべ
ての人物 をつ な ぐ役割 を演 じる。 この作 品では,人 間同士 の誤解 の解 消に
よって調和 が得 られ るので あるが,彼 は その和解 の 中心 とな る調 停者 なの
であ る。 また,彼 自身 も娘 との 間の断絶 とい う悩 み をかか えてお り,父 と
娘 との和解 の過 程が,社 会 の秩序 の回復 と並行 して描か れてい る。
このGuyManneringとい う人物 の背後 には,作 者 スコ ッ ト自身の姿 を
見 るこ とが で きる。彼 は作 者が理想 とした世 界 を追求す る人物 なの である。
前作Waverleyでも,主 人公 の中に作者 自身の姿が投影 されて いた。そ して,
次作TheAntiquaryでは,題 名 とな ってい る人物 「好古家」 の生 活は,調
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和 に よって 生み 出され るス コ ッ トの理 想的生 活 を体現 してい る。
　　この よ うに,ス コ ッ トの最 初の三小 説で は,標 題 となって いる人物に も
一 貫性が 見 られ る。 しか し,こ の 問題 につ いては別の機会 に論 じることに
なろ う。
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